
村
上
英
俊
の
仏
学
研
究
の
意
義

富

田

仁

わ
が
国
に
お
け
る
仏
学

開
祖
、
村
上
英
俊

の
業

績
は
数
多

く

の
著
作

と
仏
学

(注
1
)

塾
達
理
堂

の
開
塾
に
代

表
さ
れ
る

。
す
な
わ
ち
、
『
三
語
便
覧
』
(
一
八
五
四
)

『
仏
英
訓
辞
』
(
一
八
五
五
)
『
五
方

通

語
』

(
一
八

五
六
)
『
仏

蘭

西

詞

林

』

(
一
八
五
七
)
『
英
語
箋
』
(
一
八
五
七
～

一
八
六

三
)

『
仏
語
明
要
』

(
一
八
六

四
)
『
仏
蘭
西
答
屈
智
機
』
(
一
八
六
七
)
、

『西
洋
史

記
』
(
一
八
七
〇
)
『
三
国

会
話
』
(
一
八
七
二
)
な

ど

の
著
述

と

一
八
六

八
年
開

設
の
達

理
堂

に
お
け

る

後
進

の
育
成

の
二

つ
は
今

日
で
は
歴
史
的
事
実
と
し

て
の
価
値
し

か
あ

た
え
ら

れ

て
い
な
い
が
、
そ

の
時
代
的
意
義

は
き

わ
め

て
大
き

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

村
上

英
俊
は

一
八

=

年
、

下
野
国
那
須

郡
佐

々
山

に
生
れ
、
父

の
松
園
と

と
も
に
江
戸
に
出
て
、
津
山
藩

の
医
者
、
宇

田
川
榕
庵
よ
り
蘭
学
を
学
ん
だ

の

ち
、
信
州
松
代

に
移
住

し
た
。
村
上
英
俊

が
江
戸
を
離
れ

て
、
松
代

に
移

っ
た

の
は
天
保
十

二
年

(
一
八
四

一
)

の
こ
と

で
あ

っ
た
が
松
代
移
住

に
は
妹
チ

エ

が
松
代
藩
主
、
真

田
豊
後
守
幸
良

の
妾
と
な

っ
て
い
た
こ
と
と
、
時
代

の
先
覚

者
、
佐
久

間
象
山

が
松
代

に
在
住
し

て
い
た

こ
と
、

そ
の
二

つ
が
大
き
く
作
用

し
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。
松
代
移
住
後
、
象
山
と
交
際
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

こ
の
交
友

が
英
俊

の
生
涯
を
決
定
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

象
山
は
天
保
十

三
年

「佐
久

間
修

理
書
上
」
を
藩
主

に
提
出
し
、
海
防
上
、

砲
台
を
築
き
大
砲
鋳
造

の
急
務

を
訴
え
た
。
当

然
の
こ
と
と
し

て
火
薬

の
製
造

も
必
要

で
あ

っ
た
。
当
時

ス
エ
ト
デ

ン
の
ベ

ル
セ
リ
ウ

ス
の

『
化
学
提
要
』
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
高
く
許
価
さ
れ
、

ド
イ

ツ
語
や
フ
ラ
ン

ス
語

に
訳

さ
れ

て
い

た
。
英
俊
は
火
薬

製
造
で
象
山
に
相
談
を
受

け
た
と
き
、

こ
れ
を
取
り
寄

せ
る

こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
訳

の
書
物
を
取
り
寄

せ
た
は
ず

の
も

の

が
、
ど

の
よ
う
な
手
違

い
の
た
め

か
、
実
際

に
入
手
し
た

の
は

フ
ヲ
ン
ス
語
訳

の
書
物

で
あ

っ
た
。
再
注
文

の
余
裕
も
な

い
。
象
山
は

フ
ラ
ン
ス
語

の
学
習
を

英

俊
に
奨
め
、

つ
い
に
英
俊

は
独
学

に
よ
り

そ
の
書
を
読
む

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。
後
年

『
仏

語
明
要
』

四
冊
を
著
わ
し
た
と
き
、
英
俊
は
そ

の
凡
例

の

中

で
仏
学
軍
始

の
経
緯
を

つ
ぎ

の
よ
う

に
記
し

て
い
る
。

(
前
略
)
嘉
永
元
年

五
月
初

テ
。
仏
蘭

西

文

典

ヲ
取

テ
。
之

ヲ
閲

ス
ル
コ

ト
。

五
閲
月
聊
力
文
法

ヲ
知

ル
。
故

二
更

二
。
別
爾
摂
律
私

の
著
書

ヲ
取
テ
。

之

ヲ
閲

ス
ル

ニ
。

一
行

ヲ
モ
読

コ
ト
能

ハ
ス
。
遂

二
語
書

二
因
テ
。
語
ヲ
廈
索

シ
テ
。
措
意

ヲ
深
リ
。
晨
夜
専
意
積
精

ス
ル

コ
ト
。
茲

二
十
有
六
月

ニ
シ
テ
。

廂漏
ク
読
得

ル
コ
ト
ヲ
得

タ
リ
。
然

レ
ド

モ
。
此
力
為

二
。
歯
痛

ヲ
患

フ
ル

ニ
至

レ
リ
。
其
困
苦
。
言
以

テ
説
ク
可

ラ
ス
。
筆
以
テ
書

ス
可
ラ

ス
。

(後
略
)
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文

中
、
別

爾
摂
律
私
の
著
者

と
は
前
述

の
ベ

ル
セ
リ
ウ

ス
の

『
化
学
提
要
』

で
あ
る
が
、

仏
蘭

西
文
典

の
書
名

は
未
詳

で
あ

る
。
い
ず

れ
に
し

て
も
、
誰

に

も
教

え
を
乞

う
こ
と
も
な

く
、

ひ
と
り
末
知

の
言

語
に
取
り
組
む
英
俊

の
苦
闘

の
姿
は
想

像
に
あ
ま
り
あ

る
も

の
が
あ

る
。

一
八
四
八
年
か
ら

一
八

五
〇
年
ま

で
、
英
俊

は
オ
ラ
ン
ダ
語

で
書
か
れ

て
い

る
フ
ラ
ン

ス
語
文
典
を
頼
り

に
し

て
フ
ラ
ン

ス
語

の
学
習

に
専
念
し
た
。
そ

の

研
鑚

ぶ
り

は
あ
た

か
も
杉

田
玄
白

の
蘭
学
事
始

に
も
似

た
苦

闘

の
姿

で
あ

っ

た
。

そ
の
結
果
ど
う

に
か

ベ

ル
セ
リ

ウ

ス
の
名
著
を
読
破
す

る
こ
と
が

で
き
た

の
で
あ

る
。
英
俊
が
最
初

は
火
薬
製
造

の
た
め
と

い
う
き
わ
め

て
実
際
的
な
目

的
か
ら
化
学
書
を
読
む

こ
と

に
な
り
、

そ
の
手
段

の
た
め

に
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

ん
だ
と

い
う
事
実
は
き
わ
め

て
注
目
さ
れ
よ
う
。
英
俊
は
や
が

て
ふ
た
た
び
江

戸

に
出

る
よ
う

に
な
り
、

一
子
栄
太
郎
を
え
た

こ
と

で
家
庭
的
な
安
定
か
ら
く

る
心

の
余
裕
を
覚
え
た
た
め
か
、
よ
う
や
く
自
ら
苦
心
し

て
修
め
た
仏
学

を
広

く
世

の
中

に
仏
え
よ
う
と
す
る
よ
う

に
な
る
が
、
そ

の
と
き
に
は
す
で
に
実
学

と
し

て
の
仏
学
と

い
う
要
素
は
か
な
り
喪
失
し

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
多
く

の
字
書
を
編
纂
し

て
後
進

の
研
究
者

の
便
を
計
る
努
力
と
と
も
に
、
英

俊
は
弘
化
元
年

(
一
八
四
四
)
初
め

て
鍍

錫

の
技
術
を
紹

介
す
る
な
ど

日
本

の

化
学

の
発
展
に
大
き
な
寄
与

を
な
し
、
蘭
学

流

の
化
学
者

が
足
許
に
及
ば
な

い

よ
う
な
業

績
を
出
し
て
い
た

こ
と
も
見
落

し
て
は
な

る
ま

い
。

だ
が
、
英
俊

の

存
在
価
値
は
そ
う
し
た
化
学

の
分
野
に
お
い
て
よ
り

も
や
は
り

仏
学

の
分
野
に

お
い

て
さ
ら
に
大
き
か

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は

『
三
語
便
覧

』

一
つ
を
と
り

あ
げ

て
み
て
も
明
白
な
事
実
と
云
え
よ
う
。

『
三
語
便
覧
』

の
成
立
過
程
に
は
佐
久

間
家

山

の
い
わ
ゆ
る
幻

の
字
書

『増

訂
荷
蘭
語
彙
』

の
感

化
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
よ
う

で
あ

る
が
、

現
在

で

は

;

の
推
定
で
し
慕

蜷

い
ず
れ
に
せ
よ
・
英
俊
は
自
か
ら
の
仏
学
研
究

の
過
程
で
痛

切
に
味
わ

っ
た
不
便

さ
を
後
進

に
嘗
め
さ

せ
た
く
な

い
と

い
う
気

持

で

『
三
語
便
覧
』

の
編
纂
を
思

い
立

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
当
時

の
わ
が
国

で

は
オ
ラ
ン
ダ
語

は
洋
学
者

の
大
半
が
修
め
た
言
語

で
あ
り
、
鎖
国
中

の
唯

一
の

公
用

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語

で
あ

っ
た
。
英
語

は
少
数
な
が
ら
学

ぶ
者
も

い
た
が
、

フ

ラ
ン

ス
語

は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と

い
う

ほ
ど

こ
れ
を
知
る
人
が

い
な
か

っ
た
。
だ

が
、

フ
ラ
ン

ス
が
世
界

の
中

で
占
め

る
役
割
は
大
き
く
、

そ
の
国
を
知
る
に
は

ま
ず
最
初

に
そ
の
言
葉

フ
ラ
ン
ス
語
を
知
ら
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
英
俊
は
そ

う
し
た
想

い
に
捉
え
ら
れ

て
、
後
進

の
勉
学

の

一
助
に
と
字
書

の
編
纂
を
思
い

立

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

『
三
語
便
覧
』
初
巻

の
凡
例

の
中

で
、
英
俊
は

つ
ぎ

の
よ
う
に
そ

の
書
物

の

刊
行
意
図
を
記
し

て
い
る
。

一
、
近
代
西
学
大
開
諸
家
訳
書
。
為
初
学
楷
梯
者
頗
多

。
然
為
原
書

楷
梯
者

。

尚
稀
。
余
因
述
此
書
。
以
便
読
原
書
者
。
初
学
因
此
書

。
闇
記

仏
語
。
則
仏
籍

可
得
而
読
。
闇
記
英
語
。
則
英
籍
可
得
而
読
。
闇
記
蘭
語
。
即
蘭

籍
可
得

而

読
。
進
而
兼
二
邦
。
兼
三
邦
。
唯
在
学
者
精
力
如
何
耳
。

(
中
略
)

一
、
余
著
此
書
也
。
欲
便
後
進
博
学
洋
書

也
。
学
者

勉
強
而
通
達

于
諸
洋
学

。

然
後
。
応
有
大
益
于
天
下
。
是
余
自
隗
始

之
意
也

。

英
俊
は
前
述

の
よ
う
に
あ

く
ま
で
も
後
進

の
学
者
、

初
学
者

の
便
宜
を
考
え

仏
、
英
、
蘭

三
力
国
語
の
対

照
字
典

と
し
て

『
三
語
便
覧

』
三
冊
を
刊
行
し

た

が
、
注

目
す
べ
き
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単

語
に
片
仮
名

で
読

み
を
記
し

た
と

い

(注
3
)

う

こ
と
で
あ

る
。
初
巻

冒
頭
に
近
い
個
所
に
記

さ
れ
て
い
る
若
干

の
語
を
例
示

し
よ
う
。

物
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フ

ラ

ン

ス

コ
ト

バ

エ
ゲ

レ

ス

ゴ
ト

パ

ヲ
ラ

ン
タ

コ
ト

バ

仏
蘭
西
語

英
傑
列
語

和

蘭

語

シ

ゼ
ン

ナ
テ
ユ
レ

ナ
テ
ユ
レ

ナ
テ
ユ
　
ル

自
然

蠧

窪
お

昌
象
蓬
Φ

蠧

ま
母

セ

カ
イ

モ
ン
デ

ウ
ヲ
ル
ド

ウ
エ
　
レ
ル
ド

世

界

ヨ
。
巳

①

零
〇
二
畠

≦
興
①
匡

英
俊

の
フ
ラ

ン
ス
語
の
発
音

は
オ
ラ
ン
ダ
語

か
ら

フ
ラ
ン

ス
語
を
学
ん
だ
た

(注
4
)

め
に
不
可
避
的
に
正
確

さ
に
欠

嫉
た
。
英

語
の
発
音

に
し

て
も
、
き
わ
め

て
不

正
確

で
あ
り
、
音

声
を
無
視
し
た
学

習
法

の
も

つ
大

き
な
欠
陥
が

そ
こ
に
は
露

呈
し

て
い
る

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
が
英
俊

の
仏
学

の
致
命
的
な
欠
陥
と
し

て
英
俊
自
身

の
上
に
は
ね
か
え

っ
て
く
る
ま
で
に
は
ま
だ
か
な
り

の
日
時
を
要

し
た
。
す
な
わ
ち
英
俊
は
当
代

一
の
仏
学

者
で
あ

り
、

発
音

の
不

正
確

さ
な
ど

は
、
実
際

の
会
話
を
必
要
と
し
な
い
状
況
で
は
少

し
も

問
題
と
な
ら
な

い
こ
と

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
英
俊
に
は

フ
ラ

ン
ス
語
は
結
局
は

フ
ラ

ン
ス
語

で
書
か

れ
た
書
物
を
読
む
た
め

の
手
段

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
云
え
ば

フ
ラ
ン

ス
語
を

通

じ

て
フ
ラ

ン
ス
を
知
る
と

い
う

こ
と
が
彼

の
フ
ラ

ン
ス
語
学

習
の
目
的
と
な

っ

て
い
た

の
で
あ
り
、

フ
ラ

ン
ス
語
を
話
す

こ
と
は
そ

の
機
会

も
な

い
こ
と

か
ら

あ
ま
り
重
視
し

て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
英
俊
は
い
わ
ゆ
る
通
辞

と

い
う
よ
う
な
実
務

に
煩
わ
さ
れ
る

こ
と

の
な
い
学
者

で
あ

っ
た
。
蘭
学

を
修

め

て
医
学
を
学
ん
だ
と
は

い
え
、
彼
は
松
代
藩
に
お
い
て
も
藩
医

の
職

に
就

く

こ
と
を
好
ま
な
か

っ
た
。

つ
ね

に
学
問
と
し

て
の
医
学
で
あ
り
、
蘭
学

で
あ

っ

た

の
で
あ
り
、
仏
学

に
し

て
も

そ
れ
は
同
じ

で
あ

っ
た
。

フ
ラ

ン
ス
語
を
実
際

の
役

に
用

い
る
こ
と
は
考
え
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
す

で
に
長
崎
で
は
本
木

庄
左
衛
門

の
よ
う
な
人
物
も
出

て
、
外
交

の
必
要
上
か
ら

フ
ラ

ン
ス
語
が
学

習

さ
れ

て
い
た

の
で
あ

る
が
、
英
俊
は
多
く

の
仏
学
書
を
出
す
に

つ
れ
て
か
え

っ

て
世
間
か
ら
遠

の
く
と

い
う
奇
妙
な
破
目
に
陥
ち

こ
む

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も

ま

た
英
俊

の
仏
学
研
究

の
態
度

の
せ
い
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
で
、
英
俊
が

フ
ラ
ン
ス
文
典

に
取
り
組
む
よ
う

に
な
る
ち

ょ
う
ど

四

〇

年
前
、
文
化

五
年

(
一
八
〇
八
)

二
月
、
長
崎

の
六
名

の
オ
ラ

ン
ダ
通
辞
、

石
橋
助
左
衛
門
、
中
山
作
十
郎
、
楢
林
彦
四
郎
、
本
木
荘
左
衛
門
、
今

村
金
兵

衛
、
馬

田
源
十
郎

は
幕
命

で
フ
ラ
ン

ス
語

の
学
習
を
長
崎

の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長

(注
5
)

ヘ
ン
デ

レ
キ

・
ド
ウ
フ
に

つ
い
て
始
め

る
こ
と

に
な
・っ
た

の
で
あ
る
。
前
年
、

松
前

に
来
航
し

た

ロ
シ
ヤ
船
が
残
し

て
立
ち
去

っ
た

フ
ラ
ン

ス
語

の
書
面
を
解

読

で
き
ず
、

長
崎
に
転
送
し
、

ド
ウ
フ
に
オ

ラ
ン
ダ
語

に
訳

さ
せ
て
初
め

て
開

港

要
求
の
書

で
あ

っ
た
こ
と
を

知

っ
た
幕
府

は
フ
ラ
ン

ス
語

の
必
要
性
を
痛
感

し
、
六
名

の
通
辞

に

フ
ラ
ン

ス
語
学
習
を
命

じ
た
の
で
あ

る
。
通
辞
見
習

で
あ

っ
た
本
木

庄
左

衛
門
は
そ
れ
以
前

に

フ
ラ

ン
ス
語
を
独
習
し

て
い
た

こ
と
を

の

ち
に
編
纂
し
た

『
仏
郎
察
辞
範

』
の
序
文

に
記
し

て
い
る
。

「
小
入
正
栄

、
曽

て
此
学

に
志
あ

る
こ
と
期

に
年
あ
り
。
常

に
和
蘭
人

ピ
ー

ト

ル

・
マ
ー
リ

ン
な

る
者

の
著
す

仏
郎
察
語
書
を
取

て
、
傍
ら
諸
書
を
参
考
し

偶
和
蘭

人

の
其
学

を
詳

に
す
る
者

に
逢
え
は
、
叩

正
質

問
し
、
其
記
す

へ
き
も

の
を
取
て
、
是
を
和
蘭
語
に
翻
定
し
、
稿
を
為
す

こ
と
数
十
巻

。」

引
用
文

中

の

「
仏
郎
察

語
書
」

は
お
そ
ら

く

一
七
七

五
年

に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ

ム
で
出
版
さ
れ
た

コ
9
奠

ζ
髯
ぎ

の

、.Z
δ
仁
零
。
頃
蠧
霧

。げ
Φ
。
⇒
2
Φ
自
Φ
N-

傷
艮
8
島
①
ω
℃
蕁
㊤
パ
鼠

冒
o
、、
を
推
す
も

の
と
み
ら
れ
る
。

ピ
ー
タ
ー

・
マ
リ

ン
の
著
書

を
底
本

と
し
て
編
ま
れ

た
本
邦
最
初

の
フ
ラ
ン

ス
語
文
献

で
あ
る

『
仏
郎
察
辞
範

』
四
冊
の
刊
行
年
月

は
不
明

で
あ

る
が
、

こ

の
字
書

の
編
纂
を
指

導
し
た
ド
ウ

フ
の
滞

日
期
間

(
一
七
九
八

～

一
八

一
七
)

を
考
慮
す
る
と
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は

一
八

一
七
年
前
後

の
頃
と

一
応

の
推
定
が

下
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
ド
ウ

フ
が
オ
ラ

ン
ダ

人
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら

そ
の
フ

ラ

ン
ス
語

の
発
音
に
も
オ
ラ

ン
ダ

語
訛
り

が
あ

っ
た
こ
と

は
す
ぐ
察

せ
ら
れ

る

が
、
英
俊

の
フ
ラ

ン
ス
語
よ
り

は
は
る
か
に

フ
ラ
ン

ス
語
的

で
あ

っ
た
こ
と
が

一50-'



考

え
ら

れ
る
。

本
木

庄
左
衛

門
は
フ
ラ
ン

ス
語
学
習

の
動
機
を

ロ
シ
ア
船
来
航

の
事
件
を
直

接
的
な
も

の
と
し

て
い
る
と

は
云
え
、
前
述

の
序
文

の
中

で

「特

に
仏
郎
察
語

の
如
き

に
至

て
は
、
西
洋
諸
邦
、
諳
厄
利
亜
、
魯
西
亜
等

に
至
る
ま

で
、

通
ぜ
ざ

る
所
な
く
、
し
か
も
此
国
語
を
以

て
、
文
章

の
本
宗
、

言
語

の
大
規
範
と
な
す
。
.し
か

る
ゆ

ゑ
ん

の
も

の
は
、
何

ぞ
や
。
抑
此
国
、
其

開

闢
、
各
種

の
国

に
先
だ

っ
て
、
其
俗
雅

に
、
其
風
美

に
、
其
言
語

の
法
則
、

調
句

の
格
例
、
彼

の
諳
厄
利
亜
等

の
言
語
殊
離
、
詞
旬
乖
異
な
る
か
如
き
に
あ

ら
ず
」
と
述

べ
、

フ
ラ
ン

ス
語

の
国
際
性
と
優
秀
性
、

フ
ラ
ン
ス
文
化

の
高
尚
性
が

彼
を
し

て
フ
ラ
ン

ス
語
学
習

に
か
り
た

て
た

の
だ
と
説

い
て
い
る
。

本
木

に
代
表

さ
れ

る
長
崎

の
通
辞
た
ち

の
フ
ラ

ン
ス
語
学
習
は
き
わ
め

て
現

実
的
な
外
交
上

の
必
要
か
ら
始
め
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
結
果
と
し

て
は

フ
ラ
ン

ス
語

の
も

つ
言
葉
と
し

て
の
美
し
さ
、
国
際
語
と
し

て
の
重
要
性
な
ど

を
認
識
し
、

こ
れ
を
修
得
す

る
こ
と

に
価
値
を
認
め

る
ま

で
に
な

っ
た
。
英
俊

と
共

通
す

る
こ
と

は
オ

ラ
ン
ダ
語
か
ら

フ
ラ

ン
ス
語

に
入

っ
て
フ
ラ

ン
ス
語

の

本
質
的
価
値
を
認
識
し
た
点

で
あ

ろ
う
。

一
方
、
初
代
駐

日
フ
ラ

ン
ス
公
使
デ

ュ
シ

ェ
ー

ヌ

・
ド

・
ベ
ル
ク
ー

ル
が
初

め

て
日
本
を
訪
れ
た

一
八

五
九
年
、
宜
教
師

メ
ル
メ

・
ド

・
カ

シ

ョ
ン
も

こ
れ

に
同
行
し

て
来

日
し
た
。
彼
は
間
も
な
く
宣
教

の
た
め
に
函
館
に
赴
い
た
が
、
そ

こ
で
鋤
雲
栗
本
貞
次
郎
と

日
本
語
と

フ
ラ

ン
ス
語

の
交
換
教
授
を
行
な

っ
た
。

一
八
六

二
年
、
江
戸

に
戻

っ
た
カ

シ

ョ
ン
は

ア
カ
デ

ミ
ー

・
エ
ト
ラ

ン
ジ

ェ
ー

ル
と
称
す

る
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、

フ
ラ

ン
ス
語
を
教
え
た
。

一
八
六
四
年
、
二

代

目
の
公
使

レ
オ

ン

・
ロ
ッ
シ

ユ
が
着
任
し
、
カ

シ

ョ
ン
は
公
使
館
通
弁
官
と

な

っ
た
。

ロ
ッ
シ

ユ
は
徳
川
幕
府

に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
横
須
賀
製
鉄
所

の

建
設
を
請
負

っ
た
り
、
小
栗
上
野
介
ら
親
仏
派

の
人
物
と
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
促
進
し
、
実
行
し

て
い

っ
た
。
横
須
賀

の
大
工
廠
、
横
浜

の
小
工
廠

な

ど

の
建
設
は
幕
府

の
軍
事
力
強
化
と

い
う
焦
眉

の
急
務
に

マ
ッ
チ
す
る
施
策

で

あ

っ
た
が
、

フ
ラ

ン
ス
側
と
し

て
も
、
東
洋

艦
隊

の
停

泊
地

の
確
保
と
い
う
当

面

の
問
題
を

こ
れ

に
よ

っ
て
解
決
す
る
と

い
う

こ
と

で
、
両
者

の
利
害

は
十
分

に

一
致
し
た

の
で
あ
る
。

横
須
賀
製
鉄
所

の
建
設

に
は
多
数

の
フ
ラ

ン
ス
人
技
術
者
が
来

日
す
る

こ
と

と
な
り
、
幕
府
側

の
関
係
者
も

こ
れ
と
接
触
す
る
以
上

フ
ラ

ン
ス
語

の
会

話
が

必
要
と
な

る
の
で
、

ロ
ッ
シ

ユ
の
建
議

で
横
浜

に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
る
機
関

(注
6
)

を
創
設
し
た
。
横
浜
仏
語
伝
習
所
が

そ
れ

で
、

酒
井
飛
騨
守
、

栗

本

安

芸

守

鋤
雲
が
監
督

に
当
り
、
カ

シ

ョ
ン
を
教
頭
と
し
、
五
十
七
名

の
生
徒
を
擁
し

て

一
八
六

五
年

三
月

に
開
校
し

た
。

こ
の
学
校

で
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら

フ
ラ

ン

ス
語

の
会
話

に
重
点
が
お
か
れ
、
通
訳

の
養
成

に
カ
が
注
が
れ
た

の
で
、

フ
ラ

ン

ス
入

の
直
接
授
業

で
、
地

理
、
歴
史
、
数
学
な
ど
が
教
授

さ
れ
た
。

ロ
ッ
シ

ユ
も
来
校
し

て
フ
ラ
ン
ス
の
大
国
な

る
こ
と
を
語

っ
た
。

こ
の
語
学
伝
習
所
が

当
時

の
日
本

の
置
か
れ
た
国
内
、
国
外

の
情
勢
を
反
映
し

て
創
設
さ
れ
た

こ
と

を
見
落
し

て
は
な

る
ま

い
。
小
栗
上
野
介

一
派
は

フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
力
を
背
景

に
し

て
薩
長

の
勢
力
を
抑
え
、
近
代
国
家

に
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も

っ

て
い
た

の
で
あ
り
、

一
八
六
七
年

一
月

に
は

フ
ラ

ン
ス
軍
事
教
官
団
十
五
名
が

来

日
し
た

の
も

そ
う
し
た
意
図

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
語
学
伝
習
所
が
維
新

後

に
陸
軍
幼
年
学
校

の
性
格
を
も

っ
て
再
組
織

さ
れ
た

の
も
決
し

て
偶
然

で
は

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

村
上
英
俊

の
仏
学
研
究

は
こ
の
よ
う

に
長
崎

の
通
辞
た
ち

の
フ
ラ
ン
ス
語
学

習
と
横
浜
語
学
伝
習
所

の
創
設

の
間

に
は
さ
ま
れ

て
始
め
ら
れ
た

の
で
あ

っ
た

が
、
結
局

二

つ
の
フ
ラ
ン

ス
語
学
習
と

は
無
縁

の
と

こ
ろ

で
そ
れ
は
続
け
ら
れ
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て
い
た
よ
う

で
あ

る
。
正
確

に
云
え
ば
長
崎

の
通
辞
た
ち

の
苦
労
は
英
俊
に
は

全
然
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
し
、
英
俊

の
研
鑽
は
伝
習
所

で
は
徒
労

に
映
じ
た

に

ち
が

い
な
か

っ
た
。

『
仏
語
明
要
』
は
現
今

の
和
仏
辞
書

に
近

い
も

の
で
、
収
め
ら
れ

て
い
る
語

彙
も
か
な
り
多

い
。

こ
の
辞
書

の
刊
行
は
従
来

の
仏
学
研
究
を

一
歩
進
め
た
よ

う

で
、
明
治

四
年

に
松
代

の
兵
制
士
官
学
校

で
は
フ
ラ
ン
ス
語

の
授
業

に
主
要

な

テ
キ

ス
ト
と
し

て
こ
れ
を
採
用
し

て
い
た
。

英
俊

の
仏
学
研
究

の
普
及

の
功
績

は
辞
書

の
編
纂
ば
か
り

に
み
ら
れ
る

の
で

は
な

い
。

一
八
六
八
年
深
川

に
私
塾
達

理
堂
を
開

い
て
直
接

フ
ラ

ン
ス
語
を
教

え

る
こ
と

に
な
り
、
林
正
十
郎
、
小
林
鼎
な
ど
、

の
ち
に
幕
府

の
蕃
所
調
所
教
・

授
手
伝
と
な

っ
た
よ
う
な
俊
秀
を
門
弟

に
迎
え
た
。

一
時
期

で
は
あ

っ
た
が
中

江

兆
民
も
達

理
堂

に
入
塾
し

て
い
る
。
英
俊

の
達

理
堂
は
蕃
書
調
所
と
と
も

に

当
時

の
仏
学
研
究

の
主
要
な
機
関
と
し

て
注
目

さ
れ
、
繁
盛

し

た

よ

う

で

あ

る
。
蕃
書
調
所

の
方

は
純
粋
な
研
究
機
関

で
は
な
く
、
外
国
新
聞
、
外
交
文
書

の
翻
訳
と

い
う
任
務
を
も

っ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
き
わ
め

て
実
際
的
な

フ
ラ

ン

ス
語

が
求
め
ら
れ

て
い
た
。

一
方
、
達

理
堂

で
は
フ
ラ
ン
ス
語

の
手

ほ
ど
き

に

始
ま
り
、
仏
書

の
講
読
が
授
業

の
中
心

に
な

っ
て
い
た
。
英
俊
は
化
学
書

の
講

読
が
得
意

で
あ

っ
た
。

発
音

は
相
変
ら
ず

オ
ラ
ン
ダ
語
風

で
あ

っ
た
の
で
、
や

が
て
実
際

に
フ
ラ
ン
ス
人
に
接
触
し

て
そ
の
発
音
を
聞
く
機
会

に
め
ぐ
ま
れ
た

門
弟

の
中

か
ら
、
英
俊

の
発
音

の
誤
り
、
不
正
確

さ
が
批
判

さ
れ

る
よ
う

に
な

る
。

つ
い
に
は
英
俊
先
生

の
フ
ラ
ン

ス
語

は
フ
ラ
ン
ス
人

に
は
通
じ
な

い
と

い

う
噂

さ
え
立

つ
よ
う

に
な

っ
た
。
門
弟

は
次
第

に
実
際

フ
ラ
ン

ス
の
地
を
踏
ん

で
帰
国
し
た
麟
祥

箕
作
貞

一
郎
な
ど

の
許

に
去

っ
て
行

っ
た
。
麟
祥
は
徳
川
昭

武

に
同
行

し
英
仏
を
ま

わ
り
、
明
治

元
年

に
帰
国
し
、
仏
学

の
大
家
と
し

て
名

声
を

え
た
の
で
あ

っ
た
。
英
俊
が
達

理
堂
を
閉
塾
し

た
の
は
明
治
十
年

の
こ
と

で
、

そ
の
晩
年

は
化
学

の
研
究
、
実

は
ヨ
ジ

ウ
ム
な
ど
製
薬
事
業

で
生
活

の
資

を
え

る
寂
し

い
も

の
で
あ

っ
た
。
だ
が

旧
師
英
俊

の
惨
め
な
境
遇
を
知

っ
た
か

っ
て
の
門
弟

た
ち

の
尽
力

に
よ
り
、
英
俊
は
明
治
十
五
年
暮
、
東
京
学
士
会
員

に
選
出

さ
れ
、

一
躍
学
界
最
高

の
地
位

を

え

た
。
『
血
液
論
』

の
訳
述
が
十
六

年

四
月
か
ら

『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』

に
掲
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
十
八
年
八
月

十
八

日
、
英
俊
は
本
邦
最
初

の
仏
学
者
と
し

て
フ
ラ

ン
ス
大
統
領
よ
り

レ
ジ

ョ

ン

・
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
を
贈
ら
れ

た
。

そ
れ
よ
り
四
年
半
後
、
明
治

二
三
年

一
月

十

日
、
英
俊

は
黄
泉

の
旅

へ
赴

い
た
。

英
俊

の
仏
学
研
究

は
火
薬
製
造

の
た
め
と

い
う
き
わ
め

て
実
際
的
な
目
的
か

ら
取
り
寄

せ
た
書
物
が

フ
ラ
ン
ス
語

で
書
か
れ

て
お
り
、

こ
れ
を
解
読
す
る
必

要

に
迫
ら
れ

て
始
め
ら
れ

た
も

の
で
、
本
来
す

こ
ぶ
る
偶
然
的
な
動
機
に
基
く

の
で
あ

る
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
学
習

の
苦
労
を
重
ね

て
い
く
過
程

で
フ
ラ

ン
ス
と

そ
の
言
語

の
国
際
性
、
優
秀
性
を
肌

で
理
解
し
、

こ
れ
を
生
涯
か
け

て
研
究
す

る
道
を
歩
む

こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
オ

ラ
ン
ダ
語
か
ら
入

っ
た

こ
と

で
発

音

の
不
正
確

さ
は
否
め
な

い
が
、
訳
語

一
つ
と
り
あ
げ

て
も
そ

の
理
解
度
は
か

な
り
高

い
。
英
俊

は
実
学
と
し

て
の
仏
学

の
人

で
は
な
く
、

本
質
的

に
学
問
と

し

て
の
仏
学
を
修
め
よ
う
と
し

た
人

で
あ

っ
た
。
実
際

に
フ
ラ

ン
ス
人
と

の
接

触
が
な

か

っ
た
丶
め
も
あ

ろ
う
が
、

フ
ラ

ン
ス
語
を
外
交
、
貿
易
な
ど
実
務
に

生

か
す
考
え

は
な
く
、
純
粋

に
学
問
、
研
究

の
手
段
と
し

て
使
う

こ
と
に
生
き

甲
斐
を
覚
え

て
い
た
よ
う

で
あ

る
。
当
初
、
兵
学
に
益
す
る

べ
く
始
め
た
仏
学

で
あ

っ
た
が
、
英
俊

の
仏
学
は

つ
ね

に
学
問
的

で
あ
り
、
外
交

上

の
接

衡
に
さ

え
使
わ
れ

る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

明
治
初
期

に
は
仏
学

は
兵
学
と
法
学

の
二
つ
の
分
野
に
お

い
て
存
在
理
由

を

示
し

て
い
た
の
で
あ

る
が
、
英
俊
は

い
ず
れ

の
分
野
に
も
身
を
置
く

こ
と

の
な
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が

っ
た
人
で
あ
り
㌔
あ
ま

つ
さ
え

フ
ラ
ン
ス
人
と

の
会
話

に
少
し
も
役
立
た
な

い
よ
う
な

フ
ラ

ン
ス
語
し
か

で
き
な
か

っ
た
人

で
あ
り
、
急
速

に
近
代
資
本
主

義
国
家

へ
と
歩
ま
な
く

て
は
な
ら
な
か

っ
た
時
代

に
あ

っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ま

っ
た
く
過
去

の
人
と
な
ら
な
く

て
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
逆

の

意
味

で
、
.英
俊
が
本
質
的

に
は
学
者

で
あ
り
、
純
粋

に
学
問
的
な
仏
学
を
修
め

続

け
だ
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う

に
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

(
一
九
七

一
年
十

一
月
十
四
日
)

注

1

村

上
英

俊
に
関
す

る
研
究
は
少
い
が
、
と
く
に
滝
田
貞
治

『仏
学
始

祖
、
村

上

英

俊
』
(厳
松
堂
)
が
詳
し

い
。

注
2

田
中
貞
夫
氏

は
最

近
の
研
究

で

『増

訂
荷

蘭
語
彙
』
の
出
版
計
画

を
英

俊
が
知

り
、

こ
れ
を

『
三
語
便
覧
』
に
叡
映
さ
せ
た
と
説
く
。
(「
村
上
英
俊
、
『
三
語
便

覧
』
成
立

の

一
過
程
」

〔「比
較
文
学

」
十

四
巻
〕)

注
3

『
三
語
便

覧
』
は
英

俊
自
身

の
著
作

一
覧
に
付
さ
れ
た
広
告
文

に
よ

る
と

「
此

書

ハ
仏
蘭
西
、
英
傑
列
、斯
和
蘭

ノ
三
語

ヲ
撰
集

シ
彼

ノ
国
字

ヲ
以

テ
書
記

シ
苴
ハ読

法

ヲ
我
ガ
邦
字

ヲ
以

テ
録

ス
ル
ナ
リ
故

二
如
何

ナ
ル
初
学

ト
雖

モ
記
誦

シ
易
ク
速

二
成
業

ス
ベ
シ

且

ツ
英
語

ヲ
能
ク
臆
記

ス
ル
ハ
英

籍

ハ
勿
論
米
籍

ヲ
モ

亦
読

ム

コ
難

カ
ラ
ス
故

一二
二
語

ト
雖

モ
実

ハ
四
国

ノ
文
学

二
通
曉

セ

ル
古
今
未
曽
有

ノ
珍

書

ニ
シ
テ
洋
学
者

ノ
奇
貨

ト
謂

フ
ベ
キ
者
ナ
リ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

注
4

『
三
語
便
覧
』

の
発
音

に
関
し

て
の
記
述
は
発
表
当
時
か
ら
批
判
さ
れ
る
と

こ

ろ
が
多
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
佐
久
間
象
山
は

「
訛
誤
以

て
の
外
に

多
く
散

々
な
る
著
述
」
と
批
判
し

て
い
る
。

注
5

拙
稿

『
明
治
期
に
お
け
る

フ
ラ
ン
ス
文
学
ω
』

(『
明
治
村
通
信
』
十
号
)
参
照

注
6

拙
稿

『
横
浜
仏
語
伝
習
所
』

(『
明
治
村
通
信
』
十
八
号
)
参
照

研
究
余
滴
m
〈
平
資
盛

家
歌

合
㈲
〉

藤
原
俊
成
は
、
二
条

天
皇
期

の
末
、
永
万
頃

か
ら
歌
壇

の

一
方

の
指
導

者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に

な

り
、

し

ば

し

ば
歌
合

の
判
者
を
依
頼

さ
れ
た

が
、

一
時
期

「
起
請

」
を

し

て
判
者
と
な

る
の
を

や
め

て
い
た
こ
と
が
あ

る

(
御
裳

濯
河
歌
合
判

詞

・
長
秋
詠
藻
文
治
年
間
歌
群

・
五
社
百
首
序
)
。

恐
ら
く
こ
れ
は
、
千
載
集
撰
集

の
完
成
を
願

っ
て
の
こ
と
だ

っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
の
千
載
集
撰
進

の
後
白
河
院

の
院
宣
を
俊

成

に
伝

え

た

の

は
、
頭
中
将
平
資
盛

で
あ

っ
た
。
寿
永

二
年

二
月

の
こ
と

で
あ

る
。
余
滴

1

・
H
の

「
資
盛
家
歌
合
B
」

は
、
判
者
が
俊
成

で
あ

る
と

い
う
推
測
が

当

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
従

っ
て
こ
れ
以
前

の
催
と

い
う

こ
と

に
る
。
資

盛
が
右
近
中
将

で
蔵
人
頭

に
補
せ
ら
れ
た

の
は
同
年
正
月
廿

二
日
の
こ
と

だ

か
ら
、
も
し
表
記
が
信
じ
ら
れ
れ
ば
、
催
行

の
日
時
は
極
あ

て
狭
あ
ら

ヘ

へ

れ

る
わ
け

で
あ

る
が
、
季
能
卿

(
叙

三
位
寿
永

二
年
四
月
)
・
季
経
卿
(
同

文
治
五
年
)
と

い
う
表
記
は
後
年

(
恐
ら

く
文
治
六
年
)

の

も

の

だ

か

へ

ら
、

こ
の
ま
ま
信
じ

る
わ
け

に
も
ゆ
く
ま

い
。
そ

こ
で

「
寿
永
三
年
」
が

問
題
と
な

る
わ
け
だ
が
、
寿
永

二
年
七
月
の
平
民
都
落
ち
以
降
に
は
な
る

は
ず
が
な
く
、
「
三
」
は

「
元
」
か

コ

こ

の
誤
ま
り
、

字
体
と
事
実
関

係
と
か
ら

(
二
年

の
方
が
都
合
は
よ
い
が
)
、
コ
兀
年
」
と
看

做
し

て
よ
い

か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

こ
れ
ほ
ど

一
流
歌
人
を
集

め
た
歌

合
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
元
年
十

一
月
成
立
の

「
月
詣
集
」
に

一
首

の
入
集

も
見

て
い

な

い
点
は
注
目
し

て
お
い

て
よ
い
だ
ろ
う
。
起
請
前

の
俊
成
が
、

最
後

に

判
者

を
勤
め
た
の
が
、

こ
の
や
が

て
戦
雲

迫
ら

ん
と
し

て
い
た
洛
東
小
松

谷
の
資
盛
邸
に
お
け
る
歌
合

な
の
で
あ

っ
た
。

(松
野

陽

一
)
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